
年度 事業件名 事業概要 内訳 金額 

2014年度 計上なし

補正 庁舎の改修 耐震改修 約2.7億円 約13.7億円

建物の解体 約0.5億円

空調設備の整備 約4.7億円

部隊展開地の照明等整備（駐屯地内）

2015年度 通信所の改修 約0.9億円 

通信回線の整備 管路の増強

2016年度 50ｍ射場の建替 8.9億円 約20.2億円 

受変電設備の改修 10.3億円 

隊舎の改修 0.8億円 

＜陸上総隊＞ 庁舎等の新設 91.6億円 91.6億円 

2017年度 25ｍと10ｍの射程を持つ射場の建設 8億円 約27億円 

プールの新設 17.6億円 

庁舎の改修 通信関係の部隊 1億円

調査工事 駐屯地内の汚水処理を公共下水に接続できないか 0.3億円

＜陸上総隊＞ 庁舎等の新設
地上部分（91億6千万円）に加え地下部分（30億

円）にも着手
約50.2億円 約50.2億円

2018年度 庁舎の新設
第一師団の偵察部隊が使用するスペースが手狭に

なったので新庁舎に入れる
約23億円 

広報センターの改修 オリパラにあわせて「りっくんランド」の化粧直し

運動施設等の整備 ラグビー場の芝生の張替え、トイレ整備

＜陸上総隊＞ 庁舎新設工事23.3億円 23.3億円 約32.6億円

IED対処機材 金属探知機・UGVなど

2019年度 朝霞市公共下水への接続工事10億円
朝霞市の工事に対して防衛省が負担金を払う

（2020年度以降）
10億円 約19億円 

庁舎の改修6億円
既存庁舎の空調設備の老朽更新や通信機材設置に伴

う建屋改修
6億円 

庁舎の新設3億円 第一師団の偵察部隊が使用する狭隘な施設の新築 3億円 

調査工事0.8億円。
女性隊員の庁舎・隊舎の狭隘化解消、建て替えのた

めの調査費
0.8億円 

2020年度 隊舎の新設 女性自衛官教育隊舎の狭隘化による施設整備 12億円 約27億円

整備場の新設 16式機動戦闘車整備のため 11億円

庁舎新設経費 第一師団の偵察部隊が使用する 3億円

2021年度 朝霞市公共下水への接続整備 継続 7億円 約9億円

保管庫の新設 新設される電子戦部隊の装備品を保管 2億円

＜電子作戦隊＞ システム一式 88億円 109億円

サーバー 21億円

2022年度 隊舎の新設（女性自衛官用） 約6億円

構内排水設備の整備

整備工場・補給倉庫の新 2021年度末第一偵察大隊新編に伴うもの

保管庫の新設 2022年度末電子作戦隊のための装備品・車両保管

広報センター（りっくんランド）の改修

＜電子作戦隊＞ ネットワーク電子戦システム機材の搭載車両 約12.2億円 約12.2億円

2023年度 給水設備の整備 5億円 約13億円

構内排水設備の整備 公共下水接続の工事 3億円

通信設備の整備（光ケーブル接続） 1億円

空調設備の整備 4億円

＜電子作戦隊＞ 電磁波作戦管理統制システム 7億円 7億円

2024年度 庁舎及び隊庁舎の整備 約19億円 約30億円

訓練棟の整備 約9億円

構内排水施設の整備 約2億円

＜陸上総隊＞ １８式個人用防護装備３０２式 対ＮＢＣ用装備 約0.8億円 約0.8億円

＜電子作戦隊＞ ネットワーク電子戦システム（ＮＥＷＳ） 約133億円

対空電子戦装置１式

補正

隊舎の整備等。既存の隊舎の改修、広報セン

ター老朽更新のための調査工事（展示品の見直

し等）。

約7億円

2025年度 隊舎等建替　等 約21億円

＜電子作戦隊＞ ネットワーク電子戦システム（NEWS） 約116億円

補正 隊舎の整備立て替え 前倒し7億と新規34億（二期工事） 約41億円

2026年度 後方支援学校（仮称）関連施設新設の工事 51億円 約168億円

（概算） 隊舎等建替 95億円

隊庁舎新設（老朽更新）に係る調査・設計　等

＜電子作戦隊＞ ネットワーク電子戦システム（NEWS） 約116億円

（＊）防衛省が「予定価格が類推されることから提示不可」としたもの

朝霞駐屯地

出典：防衛省資料等に基づいて塩川事務所作成


